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一

万
葉
集
中
の
所
謂
著
名
作
家
の
中
で
、
地
名
を
歌
中
に
と
り
入
れ
る
こ
と
の

最
も
多
い
も
の
は
‐、
比
率
の
生
か
ら
い
つ
て
、
高
市
黒
人
の
総
歌
数
十
八
首
中

地
名
二
十
九
、
春
日
老
の
八
首
中
地
名
十
二
の
両
者
を
も
つ
て
、
そ
の
最
多
と

す
る
。
黒
人
の
歌
は
全
部
短
歌
の
み
で
、十
八
首
の
中
に
は
、作
者
に
つ
い
て
疑

間
の
あ
る
も
の
が
五
首
（継
九一
二
ご
一権
二ど
捲
仁
¨
旺
∞
ゴ
も

あ
る
が
、
こ
れ
等

は
い
づ
れ
も
従
来
黒
人
の
歌
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、今
、通
説
に

従
つ
て
こ
の
五
首
を
含
め
て
考
察
す
る
。
衛
、
万
葉
諸
作
家
の
地
名
の
概
観
に

っ
い
て
は
、
簡
単
な
が
ら
創
元
社
の
万
葉
集
講
座

（嫉
唯
偕
ど
・朽
舞
勘
迎
拷
Ｃ
）

に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
ま
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
　
　
一

黒
人
の
歌
が
、
数
少
い
歌
の
中
に
於
い
て
、
地
名
を
か
く
も
多
数
と
り
入
れ

て
ゐ
る
こ
と
は
、
単
一に
異
色
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
黒
人
が
旅
の
歌
人

で
あ
る
か
ら
と
い
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
必
ず
や
、
地
名
を
歌
中
に
表
出
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
黒
へ
独
特
の
心
情
の
表
出
を
は
か
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
黒
人
の
地
名
表
現
の
考
察
は
、
黒
人
理
解
の
大
き
な
鍵
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
黒
人
の
歌
全
部
の
地
名
表
現
は
時
を
改
め
て
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ

1養

孝

で
は
、
黒
人
の
地
名
表
現
中
、
最
も
異
色
あ
り
、
最
も
注
目
す
べ
き
、
短
歌
第

三
句
目
に
於
け
る
地
名
の
表
出
を
考
察
の
対
象
と
す
る
一．
一

一
般
に
、
万
葉
集
の
短
歌
に
於
け
る
地
名
の
、　
一
首
中
に
於
い
て
占
め
る
位

置
は
、
第

一
旬
に
最
も
多
く
、
以
下
順
次
少
く
な
つ
て
ハ一第
五
句
が
最
も
少
ぐ

な
つ
て
ゐ
る
。
万
葉
集
全
体
の
短
歌

（異
伝
の
歌
す
べ
て
を
含
め
て
）
中
の
地

名
総
計
は

一
八

一
〇
箇
、
そ
の
内
訳
は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

第

一
句

（
六
七
〇
）、
第
二
句

（
五
三
〇
）、
第
三
句

（
二
八
七
）、

第
四
句

（
二
五
六
）、
第
五
句

（
六
七
）

個
々
の
作
家
又
は
集
団
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
異
同
は
あ
つ
て
も
、
概
ね
は

此
の
順
位
に
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
然
る
に
黒
人
の
場
合
は
　
　
　
　
　
　
一

第
三
句

（
一
一
）、
第
四
句

（
八
）、
第

一
句

（
六
×

第
二
句

（
四
）、

第
五
句

（○
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
一

の
順
位
で
、
地
名
は
、
第
三
句
が
、
彼
の
少
い
歌
数
の
中
で
、
特
に
顕
著
に
多

く
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
著
名
歌
人
に
あ
つ
て
も
、
ま
た
作
者
未
詳
の

巻
々
、
或
は
短
歌
集
団

（
古
歌
集
等
）
に
あ
つ
て
も
、
他
に
そ
の
例
を
見
な
い

処
で
あ
つ
て
、
爆
人
の
み
の
異
色
と
す
る
処
で
あ
る
。
こ
こ
に
特
に
、
黒
人
短

歌
の
第
三
句
目
の
地
名
表
現
を
か
へ
り
み
て
、
そ
の
心
情
表
出
の
在
り
方
を
考

一局

人

―
―

特
に
第
二
句
目
の
地
名
表
現
に
つ
い
て

‐
大



察
す
る
所
以
で
あ
る
。

二

黒
人
の
短
歌
は
、
大
部
分
、
第
二
句
で
切
れ
る
か
、
又
は
句
切
が
な
く
て
も

声
調
上
そ
こ
に
若
千
の
休
上
を
考
ふ
べ
き
も
の
が
多
く
、
十
八
首
中
十
四
首
を

数
へ
る
。
こ
の
場
合
多
く
は
、
二
句
ま
で
に
、
黒
ス
、独
特
の
主
観
又
は
行
動
等

が
述
べ
ら
れ
、
第
三
句
目
に
地
名
の
表
出
と
な
る
の
で
あ
る
。

①
　
い
に
し
へ
の
　
ひ
と
に
わ
れ
あ
れ
や
　
楽
浪
の
　
故
き
京
を
　
み
れ
ば

か
な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
―
三
二
）

②
　
い
づ
く
に
か
　
わ
れ
は
や
ど
ら
む
　
一局
島
の
　
勝
野
の
原
に
　
こ
の
ひ

一　
く
れ
な
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
月
ニ
ヒ
五
）

③
　
い
も
も
わ
れ
も
　
一
つ
な
れ
か
も
　
一二
河
な
る
　
一
一見
の
道
ゆ
　
わ
か

れ
か
ね
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
一〇

右
つ
三
首
い
づ
れ
も
二
句
目
に
休
止
又
は
若
干
の
小
休
上
が
あ
る
。
簡
、
①

の
歌
の
初
二
句

「古
八
爾
和
礼
有
哉
」
は
諸
訓
が
あ
つ
て
今
に
定
ま
ら
な

い

が
、　
代
匠
記
精
撰
本
の
一
訓
、　
近
く
は
新
校
の
訓
に
従
ふ
。　
二
旬
ま
で
の
処

は
、
①
の
歌
で
は
、
世
の
常
識
を
隔
絶
し
て
、
実
在
の
背
後
に
し
み
と
ほ
る
い

ぶ
か
し
み
内
省
さ
れ
た
主
観
が
、
５
音
・
３
音
・
５
音

（
こ
の
５
音
は
夏
に
２

●
２
●
１
）
の
律
調
に
乗
つ
て
深
め
ら
れ
、
古
に
あ
こ
が
れ
共
感
じ
ゆ
く
形
と

な
つ
て
、　
一
音
多
い
こ
と
が
そ
れ
だ
け
心
情
を
極
点
の

「
や
」
に
せ
り
あ
げ
、

そ
こ
に
次
へ
の
転
換
の
契
機
を
黎
ま
せ
て
休
止
す
る
。
②
の
歌
で
は
、
旅
す
る

自
己
の
心
細
さ
。
不
安
感
が
見
つ
め
ら
れ
、
二
句
目
の
３
音
。
４
音
の
律
調
に

乗
つ
て
、
調
高
く
詠
歎
さ
れ
、
思
ひ
を
あ
と
に
の
こ
し
て
休
止
と
な
る
。
０
の

歌
で
は
、
自
己
と
〃
妹
″
と
の
間
の
省
察
か
ら
来
る
詠
歎
が
、

「妹
も
」

「我

も
」
の
つ
み
か
さ
ね
、
３
音
。
４
音
の
発
展
、
０
音
の
韻
の
助
け
を
得
て
、
こ

れ
ま
た
、
主
観
は
せ
り
上
げ
ら
れ
た
処
で
、
休
止
す
る
。
①

②

③

い
づ
れ
も

調
は
高
く
、
想
は
深
く
ら
く
ま
で
静
か
で
あ
る
。
黒
∴
の
場
合
、
ま
づ
何
よ
り

も
か
う
し
た
主
観
の
表
出
を
初
二
句
に
試
み
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
、

一
つ
の
心
情
表
出
の
型
と
言
へ
よ
う
。
し
か
も
、
頼
，
ど
こ
ろ
の
な
い
こ
の
主

観
は
、
①
②
③
い
づ
れ
に
も
見
ら
れ
た
次
へ
伸
び
よ
う
と
す
る
潜
勢
力
を
肇
ん

で
、
休
上
の
前
に
身
構
へ
し
、
何
ら
か
頼
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
心
情
の
姿
勢
で

あ
る
。
地
名
が
第
二
句
目
に
実
に
鮮
か
な
印
象
を
以
つ
て
登
場
す
る
所
以
は
、

こ
こ
に
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
も
現
は
れ
た
地
名
は
「
下
旬
の
心
情
表
出

を
全
か
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
初
二
旬
に
か
へ
つ
て
、　
一
首
全
体
の
心
情
表

現
を
全
か
ら
し
め
る
趣
で
あ
る
。

即
ち
、　
①

の
歌
で
は
、　
思
ひ
出
と
追
慕
と
悲
傷
の
伴
つ
た
地
名

「さ
さ
な

み
」
が
登
場
し
て
、
主
観
を
こ
こ
に
躍
る
や
う
に
定
着
し
、
定
着
す
る
と
共
に

主
観
は
背
後
に
か
く
れ
て
、
具
体
的
な
焦
点
の
所
、

「
ふ
る
き
京
を

（
３
音
・

４
土じ
」
へ
と
、
初
二
句
の
律
動
に
応
じ
て
、　
心
情
は
具
象
の
場
所
に
沿
う
て

流
れ
、
表
は
現
実
の
土
地
を
表
出
し
て
ゐ
な
が
ら
、
古
代
に
あ
こ
が
れ
、
古
代

に
深
ま
る
作
者
の
心
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
潜
ま
せ
、
遂
に
両
者
は
な
ひ
あ
は
さ
れ

て
結
句
の

「
み
れ
ば
か
な
し
き

（
３
音
・
４
音
ど

に
融
合
結
実
す
る
。
し
か

も
結
句
が
初
二
句
の
極
点

「や
」
に
呼
応
す
る
の
み
な
ら
ず
、
四
・
五
句
の
３

４
●
３
４
音

´
の
律
動
を
得
て
、
悲
傷
を
尽
き
な
い
も
の
に
す
る
。
結
句
だ
け
を

と
ら
へ
れ
ば
単
純
な
主
観
句
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
生
動
す
る
の
も
、
表
現
構
造

の
こ
の
必
然
性
に
よ
る
と
云
へ
よ
う
。

②
の
歌
の
場
合
も
、
第
三
句
目
の
地
名

「高
島
」
（琵
琶
湖
西
岸
）
を
得
て
、

以
下
、
心
情
の
定
着
し
具
象
化
さ
れ
て
ゆ
く
点
は
似
て
ゐ
る
が
、
そ
の
過
程
は

異
な
り
、
「高
島
の

（
５
音
）
勝
野
の

（
４
音
）
原
に

（
３
音
と

と
大
地
名
か

ら
小
地
名
へ
、

「
の
」
音
の
律
動
、
及
び
５
●
４
●
３
音
の
調
に
よ
づ
て
、
焦



点
化
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
広
漠
と
し
た
原
野
の
感
と
漠
と
し
た
不
安
感
を
一
点

に
し
ぼ
つ
て
ゆ
き
、
結
句
の
日
没
時
の
仮
想
の
中
に
両
者
は
融
合
結
実
す
る
。

四
五
旬
の
４
３
●
３
４
音
の
律
動
は
、
心
細
い
原
野
の
中
に
は
い
つ
て
い
つ
て

更
に
不
安
の
歎
き
に
発
展
す
る
心
情
の
呼
吸
に
合
し
、
恰
も
暮
色
に
追
は
れ
る

が
如
き
寂
蓼
焦
燥
の
感
と
な
つ
て
、
初
二
句
に
呼
応
す
る
。
０
の
歌
の
場
合

は
、
大
地
名
か
ら
小
地
名
へ
の
呼
吸
、
結
句
の
工
合
等
大
要
は
②
の
歌
と
似

た
構
造
で
あ
る
が
、
彼
の
地
名
へ
の
興
味
と
数
字
の
興
を
表
に
、
初
二
句
の
省

察
の
因
由
を
た
ど
る
呼
吸
で
、
地
名
は
そ
の
点
か
ら
表
出
さ
れ
、
初
二
句
の
主

観
に
対
応
す
る
必
然
性
に
乏
し
い
感
は
あ
る
が
、
さ
う
し
た
地
名
の
表
出
法
に

却
つ
て
、
淡
々
と
流
動
す
る
愛
情
も
表
出
さ
れ
て
く
る
。

右
の
三
例
の
場
合
は
、
初
二
句
に
地
名
を
含
ま
ぬ
主
観
句
を
以
つ
て
し
て
、

二
句
目
に
休
上
を
持
ち
、
そ
の
休
止
を
つ
い
で
、
三
句
目
冒
頭
に
一
首
の
主
題

地
た
る
大
地
名
を
躍
出
せ
し
め
、
以
下
四
句
目
に
小
地
名
を
続
け
て
土
地
の
焦

点
化
を
は
か
り
、
主
観
は
地
名
の
こ
の
表
出
法
に
添
う
て
発
展
具
体
化
さ
れ
、

結
旬
に
主
客
融
合
の
詠
歎
を
見
る
方
法
で
あ
る
。
も
つ
と
も
①
の
歌
の

「
ふ
る

き
京
」
だ
け
は
地
名
で
は
な
い
が
、
表
出
法
の
上
か
ら
は
、
地
名
に
準
じ
た
一

つ
の
場
所
と
考
へ
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

妹
が
家
も
　
継
ぎ
て
見
ま
し
を
　
失
利
な
る
　
刑
日
「
剛
側
に
　
家
も
あ
ら
ま

し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
ニ
ー
カ
一
）

の
如
く
、
初
二
句
が
地
名
を
含
ま
ぬ
主
観
句
で
は
あ
つ
て
も
、
助
詞

「を
」
を

伴
ふ
例
は
、
次
の
考
察
の
必
要
上
こ
れ
を
除
外
し
て
、
万
葉
集
短
歌
全
体
の
中

か
ら
初
二
句
に
地
名
を
含
ま
ぬ
主
観
句
、
二
句
目
休
上
、
三
句
四
句
に
大
小
地

名
の
連
接
に
よ
る
表
出
法
の
も
の
を
調
査
し
て
見
る
と
、
た
と
へ
ば

王
の

親
魂
合
へ
や
、
豊
国
の

鏡
の
山
を

宮
と
定
む
る
（巻
三
―
四
一
ヒ
）

零
る
雪
は
　
あ
は
に
な
降
り
そ
、
「
園
の
　
濶
調
倒
口
岡
の
　
寒
か
ら
ま
く
に
・Ｌ
．

（巻
二
―
二
〇
三
）

の
如
き
例
は
、
黒
人
の
三
例
を
別
に
し
て
総
数
十
二
例
を
数

へ
る
。
い
づ
れ
も

万
葉
中
期
以
前
に
散
在
し
て
ゐ
て
末
期
に
は
な
く
、
個
人
と
し
て
特
色
と
す
る

例
も
見
出
せ
ず
、
こ
の
心
情
表
出
の
方
法
は
、
黒
人
の
個
性
的
特
色
を
な
す
も

の
と
い
へ
よ
う
。三

前
項
と
略
、
似
た
趣
の
表
出
法
で
、
二
句
目
に
助
詞

「
を
」
を
伴

ふ
も

の

に
、
黒
人
に
は

０
　
と
↑
き
て
も
　
み
て
ま
し
も
の
を
　
山
背
の
　
一局
の
つ
き
む
ら
　
ち
り

に
け
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
七
）

⑤
　
か
く
ゆ
ゑ
に
　
み
じ
と
い
ふ
も
の
を
　
薬
滋
の
　
鵬
れ
ズ
ど
　
み
せ
つ

つ
も
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
卜
三
〇
五
）

の
二
首
が
あ
り
、
二
首
と
も
に
初
二
旬
に
主
観
句
を
以
つ
て
し
、
二
句
目
に
声

調
上
の
体
上
を
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

①
の
歌
の
場
合
の
初
二
句
は
、
下
旬
の
淡
々
た
る
自
然
の
景
を
奥
深
く
或
は

愛
深
く
と
ら
へ
る
処
か
ら
来
る
詠
歎
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
既
に
黒
人
の
特
色
は

現
は
れ
、
主
観
を
さ
き
に
打
出
す
事
に
よ
つ
て
一
言
に
躍
動
感
を
与
へ
、
の
み

な
ら
ず

一
・
二
包
禁

「も。
」

「も。
の。
を。
」
の
Ｏ
音
の
脚
韻
の
効
果
と
、
５
ｏ
４

●
３
音
の
律
動
に
よ
つ
て
、
無
念
さ
は
極
ま
り
こ
も
つ
て
休
止
と
な
る
。
殊
に

一ゴ
句
目
が
３
●
４
音
の
場
合
に
は
思
ひ
は
さ
き
に
伸
”
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
場

合
の
如
く
４
●
３
音
と
な
る
と
、
思
ひ
は
こ
も
つ
て
屈
折
し
て
憧
憬
よ
り
も
自

己
の
心
に
向
け
ら
れ
た
悩
み
と
な
り
、
そ
れ
が
却
つ
て
次
句
へ
の
弾
力
を
黎
ん

で
休
上
の
前
に
身
構
へ
す
る
姿
勢
と
な
る
。
こ
れ
は
、
⑥
の
歌
の
場
合
の
二
句

目
が
一
音
多
く
、
５
●
３
音
と
な
つ
て
ゐ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
⑥
の
場
合



の
初
二
句
も
、
近
江
旧
都
の
地
に
寄
せ
る
作
者
の
思
慕
と
回
顧
の
気
持
を
奥
深

く
省
察
す
る
事
に
よ
り
一
層
歎
き
を
深
め
る
心
情
で
、

「理
に
な
づ
む
」
と
い

ぶ
批
評

（
私
注
・
全
注
釈
等
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
音
多
い
声
調
と
併
せ
見

る
時
、
結
句
の

「見
せ
つ
つ
」
と
応
じ
て

「見
じ
」
も
生
き
ヽ
却
つ
て
、
表
面

的
で
は
な
い
作
者
の
精
神
の
深
さ
に
於
い
て
身
も
だ
え
す
る
如
き
律
調
と
な
つ

て
、
次
句
へ
発
展
す
る
弾
力
を
争
む
も
の
と
な
る
。

か
く
て
こ
の
弾
力
は
、
０
０
の
歌
共
に
主
観
の
定
着
点
を
求
め
て
、
第
三
毎

日
の
地
名
表
出
を
極
め
て
顕
著
に
効
果
的
に
し
、
地
名
が
躍
り
出
る
や
う
な
鮮

か
さ
で
表
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
④
の
歌
の
場
合
で
は
、「山
城
の
六
５
音
）
が
、

自
国
で
は
な
い
他
国
の
新
鮮
な
珍
し
さ
に
於
い
て
登
場
し
、
四
句
日
の

「高
の

槻
群
」
（
３
ｏ
４
音
）
（節
雛
ぃ
帥
呻
わ
礫
嗜
部
多
）
と
続
い
て
、
大
地
名
よ
り
小
地
名

へ
の
音
の
効
果
を
得
て
焦
点
化
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
段
々
に
見
上
げ
ゆ
く

心
、
段
々
に
恨
め
し
く
惜
し
む
心
に
拍
車
を
か
け
て
、
結
句

「散
り
に
け
る
か

も
」
（
３
ｏ
４
音
）
の
詠
歎
を
必
然
的
な
も
の
に
す
る
。　
の
音
の
つ
み
か
さ
ね

は
初
二
旬
の
Ｏ
音
の
脚
韻
に
響
き
更
に
結
句
の
Ｏ
の
脚
韻
に
応
じ
て
、
重
い
心

残
り
の
感
じ
に
効
果
を
与
へ
、
結
句
の
３
ｏ
４
音
は
無
念
さ
の
歎
ぎ
を
無
限
に

発
展
せ
し
め
て
、
初
二
句
に
響
き
返
る
の
み
な
ら
ず
、　
四
・
五
句

の
３
４
●

３
４
音
の
律
動
は
無
念
さ
と
共
に
そ
の
風
趣
へ
の
愛
着
の
餘
韻
を
醸
出
す
る
。

０
の
歌
の
三
・
四
句
、
「楽
浪
の
」
（
５
音
）
「旧
き
都
を
」
（
３
ｅ
４
音
）
の
場

合
も
、
主
題
は
異
な
つ
て
も
、
そ
の
哀
韻
の
表
出
さ
れ
方
は
、
略
Ｒ
④
と
同
様

で
、
結
句

（「
み
せ
つ
つ
も
と
な
し

は
４
●
３
音
と
な
つ
て
④
の
場
合
と
異
な

り
、
詠
歎
は
内
面
的
に
凝
結
し
ゆ
く
餘
韻
と
な
つ
て
、
初
二
旬
の
詠
歎
に
深
く

響
き
あ
ふ
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。
④
⑥
の
歌
と
も
、
四
・
五
旬
に
具
体
の
地
を

提
示
し
て
描
写
を
持
た
な
い
が
、
作
者
の
こ
ま
か
い
心
情
の
動
き
は
、
そ
の
表

現
方
法
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
つ
て
ゐ
て
、
描
写
以
上
の
効
果
を
挙
げ
て
ゐ
る
。

１

´
「
「

―

「

　
・一

・

ヽ

万
葉
集
短
歌
中
、
初
二
旬
に
地
名
を
含
ま
ぬ
主
観
句
を
置
き
、
二
句
目
の
終

り
を
助
詞

「を
」
以
つ
て
し
、　
三
句
目
冒
頭
に
地
名
を
置
く
表
出
法
の
も
の

は
、
こ
の
黒
人
の
歌
二
例
を
別
に
し
て
、
集
中
に
総
数
九
首
を
数
へ
、
い
づ
れ

も
散
在
の
形
で
あ
る
。
そ
の
中
、
黒
人
の
場
合
の
如
く
、
三
。
四
句
に
地
名
を

置
く
も
の
は
、
前
に
記
し
た

「妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
大
和
な
る
大
島
の

嶺
に
家
も
あ
ら
ま
し
を

（巻
ニ
ー
九
一
ど

の
一
首
の
み
で
あ
る
。
従
つ
て
こ

の
④
⑤
の
歌
の
如
き
表
現
法
は
黒
人
の
最
も
個
性
的
な
表
現
方
法
で
あ
る
。
殊

に
こ
れ
を
二
の
項
に
述
べ
た
①
②
③
の
歌
の
表
現
方
法
と
思
ひ
あ
は
せ
見
る

時
、
彼
の
数
少
い
十
八
首
の
歌
の
中
で
、
五
首
の
こ
の
心
情
の
表
出
法
を
見
る

事
は
、
他
の
作
家
に
比
類
な
い
特
色
と
言
へ
よ
う
。
単
に
地
名
へ
の
関
心
の
み

な
ら
ず
、
地
名
表
現
に
異
常
な
る
情
熱
の
看
販
で
き
る
こ
と
は
、
第
三
句
日
の

地
名
表
現
の
み
に
つ
い
て
も
、
更
に
各
種
の
表
出
を
行
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

四

短
歌
第
三
句
日
に
、
地
名
の
あ
と
に
つ
づ
く
助
詞
又
は

「な
る
」
等
の
語
を

伴
は
な
い
で
、
地
名
の
み
が
置
か
れ
る
歌
は
集
中
に
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
、
初
二
句
に
地
名
を
含
ま
ず
、
二
句
目
が
句
切
に
な
り
、
四
・
五
旬
に
も

地
名
を
含
ま
ぬ
も
の
、
た
と
へ
ば

苦
し
く
も
　
晩
れ
ゆ
く
日
か
も
、
吉
野
川
　
清
き
河
原
を
　
見
れ
ど
飽
か
な

く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九
―

一
七
二
一
）

命
を
し
　
幸
く
も
が
も
、
剣
釧
則
　
石
ふ
み
平
し
　
ま
た
ま
た
も
来
む

（巻
九
―

一
七
七
九
）

の
如
き
に
限
定
す
れ
ば
、
二
十
例
を
数
へ
る
。
こ
の
二
十
例
の
初
二
句
を
見
る

と
、
量
の
多
少
は
あ
れ
、
い
づ
れ
も
主
観
的
叙
述
を
な
し
て
居
り
、
地
名
の
あ

と
の
四
・
五
句
は
、
次
の
三
例
を
徐
い
て
、
四
・
五
句
の
両
者
か
、
又
は
い
づ

鼻
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千

れ
か
一
方
に
必
ず
主
観
的
叙
述
を
見
る
の
で
あ
る
。

て
　
い
づ
く
に
か
　
ふ
な
は
て
す
ら
む
　
安
礼
の
崎
　

」ゝぎ
た
み
ゆ
き
し

た
な
な
し
を
ぶ
ね
　
（巻

一
ゴ
五
八
）

今
行
き
て
　
き
く
も
の
に
も
が
、
明
日
香
河
　
春
雨
ふ
り
て
　
激
つ
瀬
の
音

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
１

一
八
七
八
）

朝
床
に
　
き
け
ば
は
る
け
し
、
馴
瀾
潮
　
朝
こ
ぎ
し
つ
つ
　
唱
ふ
船
人

（巻
十
九
―
四
一
五
〇
）

か
う
し
て
見
れ
ば
、
⑥
の
黒
人
の
歌
は
、
二
十
例
の
如
き
表
現
方
法
の
中
で

も
極
め
て
異
色
あ
る
も
の
で
あ
り
、
万
葉
全
短
歌
中
で
も
、
特
異
な
る
も
の
で

ぁ
る
と
ぃ
へ
ょ
ぅ
。
し
か
も
い
こ
の
三
句
目
の
地
名

「安
礼
の
崎
」
は
、

「明

日
香
河
」

「射
水
河
」
の
場
合
と
異
な
り
、　
一
首
全
体
の
構
造
に
於
い
て
邊
か

に
緊
密
な
る
有
機
的
な
参
与
を
な
し
、
主
題
の
心
情
の
表
出
を
全
か
ら
し
め
る

地
名
の
生
か
さ
れ
方
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
⑥
の
歌
の
初
二
句
、
「
い
づ
く
に
か
　
ふ
な
は
て
す
ら
む
」
（
５

●
４
●
３
音
）
は
、
黒
人
の
前
述
①
か
ら
０
ま
で
の
歌
の
場
合
と
同
じ
く
、
主

観
の
表
出
を
以
つ
て
し
、
世
に
い
は
れ
る
如
く
旅
愁
寂
蓼
の
詠
歎
を
打
ち
出
し

て
ゐ
る
が
、
そ
の
表
出
を
省
察
し
て
み
る
と
、
疑
間
に
始
ま
る
初
旬
の
強
い
詠

歎
は
、
二
句
目
の
終
り
に
緊
密
に
応
じ
合
ひ
、
あ
て
の
な
い
船
の
行
方
を
追
ひ

求
め
る
意
味
の
進
み
ゆ
き
は
、
５
●
４
●
３
音
と
遠
く
す
ば
ま
舛
ゆ
く
律
動
と

重
な
り
あ
つ
て
、
作
者
の
心
情
は
″
行
く
船
″
と
共
在
共
鳴
し
、
船
の
漂
泊
即

わ
が
心
情
の
漂
泊
と
し
て
、
打
ち
出
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
詠
歎
の
ひ
そ
ま
る

と
こ
ろ
、
二
句
目
の
４
●
３
音
に
よ
る
表
出
は
、
漂
泊
の
心
情
を
し
て
精
神
の

内
奥
に
こ
も
ら
し
め
ゆ
き
な
が
ら
、
こ
の
彿
雀
の
、・具
体
を
求
め
て
や
ま
ぬ
弾

力
を
肇
ま
せ
て
ゐ
る
。
俗
語
を
使
ふ
な
ら
ば
ば
ね
が
仕
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
い

つ
て
も
よ
く
、
こ
の
休
止
ほ
ど
構
造
的
効
果
を
持
つ
た
も
の
も
少
な
い
。
こ
の

0,

休
止
を
つ
い
で
、
躍
る
や
う
に
明
確
な
主
舞
台

「安
礼
の
崎
」
が
提
示
さ
れ
、

心
情
は
具
体
に
宿
り
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
第
三
句
が
地
名
の
み
の
明
確
な
表
出

で
あ
る
こ
と
が
い
「安
礼
の
崎
」
へ
の
心
情
の
躍
動
を
感
じ
さ
せ
、
主
観
の
彿

雀
を
見
事
定
着
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
初
二
句
を
し
て
、
考
察
せ
る
如
き
表
現

た
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

い
づ
く
に
か
　
舟
乗
し
け
む
、
高
島
の
　
香
販
の
浦
ゆ
　
漕
ぎ
出
来
る
船

（巻
七
―

一
一
七
二
）

の
如
く
、
初
二
旬
に
類
似
の
表
現
の
も
の
は
あ
つ
て
も
、
極
端
に
い
へ
ば
こ
れ

と
は
生
死
つ
違
ひ
が
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
程
の
躍
動
し
た
表
現
た
ら
し
め
て

ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の

「
安
札
の
崎
」
と
の
み
置
か
れ
た
処

に
ｔ
そ
四
・
五
句
の
表
現
に
確
と
し
た
舞
台
を
与
へ
、
い
は
ば
四
・
五
旬
の
実

は】嚇
「神卸樽「』
「にれが「黎』雌悧け課れ資れ郷̈
きれ％ｒ哺ｒ嗽

残襲い諄暉卿ユ詢肺蒙静け
「たかれ、。準製れ、こゎ膳嗽Ｍゆ康『獄鵡『衛Ｍ

られる。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

さ
て
、
か
う
し
た

「安
礼
の
崎
」
の
置
か
れ
方
は
、
四
・
五
旬
の

「
こ
ぎ
た

み
ゆ
き
し

（
４
●
３
音
）
た
な
な
し
を
ぶ
ね
（
４
●
３
音
と
の
微
細
描
写
を
、

安
一
の
崎
の
海
上
に
ぽ
つ
ん
と
置
か
れ
た
一
点
と
し
て
収
約
し
て
し
ま
ふ
。
殊

に
結
句
を
体
言
で
止
め
た
こ
と
は
、
三
句
目
を
地
名
の
み
で
置
い
た
事
に
緊
密

に
呼
応
し
、

「安
礼
の
崎
」
海
上
の
主
舞
台
の
中
に
き
つ
ち
り
と
収
め
こ
め
ら

れ
る
。
船
は
今
、　
４
３
●
４
３
の
音
の
、　
内
に
ひ
そ
ま
り
ゆ
く
律
動
に
の
つ

て
、
恰
も
揺
れ
る
や
う
に
漂
々
と
小
さ
く
な
り
ゆ
く

一
点
と
し
て
打
ち
出
さ
れ

る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
実
景
で
あ
る
と
共
に
、
コ
」ぎ
た
み
ゆ
き
け
」
の
「ぃ
」

に
よ
つ
て
、
今
は
作
者
の
網
膜
に
残
る
忘
れ
え
ぬ
景
で
あ
つ
て
、
漂
々
の
船
の

ヽ
」
魔

．
ｉ

卜
肝
け
，
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漁
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．

姿
は
実
は
漂
々
の
作
者
の
心
の
姿
で
あ
り
、
ぼ
つ
ん
と
置
か
れ
た
一
点
は
漂
ふ

作
者
の
心
の
在
り
ど
こ
ろ
を
示
す
´
焦
点
と
な
つ
て
、
見
事
に
初
二
旬
の
主
観

に
う
ち
返
る
心
情
表
出
の
構
造
で
あ
る
“
四
句
目
の
処
は
４
●
３
音
で
あ
る
と

共
に
、
更
に
律
動
の
内
面
に
刻
み
込
ん
で
見
れ
ば

「
こ
ぎ
。
た
み
。
ゆ
き
。

し
」
の
２
●
２
●
２
●
１
音
で
も
あ
つ
て
、
恰
も
こ
き
ざ
み
に
水
脈
の
波
紋
を

遺
し
て
進
み
ゆ
く
船
の
姿
で
も
あ
り
、
心
の
こ
き
ざ
み
に
た
た
み
こ
ま
れ
漂
ひ

ゆ
く
姿
で
も
あ
る
。
そ
の
上
、

「あ
れ
の
さ
き
（
・ｌ
Ｖ
」ぎ
（
・・
）た
み
（
・１
）ゆ
き

↑
・
）
し
（
・・
）
た
な
な
し
（
・・
）
を
ぶ
ね
」
に
見
る
ｉ
の
韻
の
連
続
は
、
船
の
小
な

る
一
点
と
な
つ
て
こ
が
れ
ゆ
く
律
動
に
拍
車
を
か
け
る
の
み
な
ら
ず
、
寂
し
く

ひ
そ
ま
り
ゆ
く
作
者
の
心
情
を
あ
と
づ
け
て
ゆ
く
か
の
如
き
律
動
で
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
か
う
し
た
事
の
す
べ
て
が
、
作
者
の
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
黒
人
美
の
構
造
の
一
つ
の
在
り
方
を
こ
こ
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
こ
の
第
三
句
目
の
地
名

「安
礼
の
崎
」
の
生
か
さ
れ
方
は
、
黒
人

の
他
の
例
と
も
異
な
り
、
集
中
の
他
の
十
九
例
の
場
合
と
も
異
な
り
、　
一
首
の

死
活
を
も
握
つ
た
右
機
的
な
構
造
に
於
け
る
地
名
表
現
を
な
す
も
の
と
言
ふ
ベ

き
で
あ
る
。

五

初
二
旬
に
地
名
を
含
ま
ず
、
且
二
句
目
に
休
止
な
く
し
て
、
三
句
目
に
地
名

の
出
て
来
る
も
の
に
、
黒
人
に
は
、

０
　
あ
と
も
ひ
て
　
ン」ぎ
ゆ
く
ふ
ね
は
　
一両
島
の
　
足
速
の
み
な
之
に
　
は

て
に
け
む
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九
―

一
七
一
人
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
歌
の
中
間
に
休
上
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
叙
述
面
に
は
休

止
は
な
く
と
も
、
こ
れ
と
て
も
、
声
調
上
か
ら
は
二
句
目
の
終
り
に
軽
い
小
休

上
の
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
い
の
歌
の
場
合
の
初
二
句
は
、
作
者
の
位
置
と
は
す
れ
違
つ
て
引
連
れ

立
つ
て
榜
い
で
ゆ
く
船
を
主
格
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
描
か
れ
だ
叙
述

の
上
で
も
、
５
ｏ
４
●
３
音
に
よ
る
形
成
の
上
で
も
、
主
格
は
、
去
り
ゆ
く

一

つ
の
方
向
に
次
第
に
こ
き
ざ
み
に
焦
点
化
さ
れ
て
居
り
、
同
時
に
そ
れ
は
作
者

が
、
進
み
さ
り
ゆ
く
船
に
よ
せ
る
共
鳴
り
の
心
情
の
表
出
で
も
あ
つ
て
、
そ
の

事
が
逆
に
、
事
実
上
あ
と
に
の
こ
る
作
者
の
寂
蓼
感
を
も
表
出
し
て
そ
れ
を
結

句
へ
と
発
展
せ
し
め
る
響
き
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

第
三
句
目

「高
島
の
」
の
地
名
の
表
出
は
、
か
か
る
二
旬
ま
で
ひ
と
く
ぎ
り
の

表
出
、
殊
に
二
句
目
の
４
ｏ
３
音
の
律
動
に
ひ
そ
む
弾
力
を
受
け
て
、
こ
れ
ま

た
躍
る
や
う
に
、
琵
琶
湖
上
彼
方
の
大
地
名
を
登
場
せ
し
め
、
標
秒

た
る
湖

社
一
カヽ 具
榔
悧
囃
嘲
帥
¨

「 ろが
速とり
の．へ
¨
疇
報
「
酔
騨
諄
」
」
計
聰
霊
罫
謄
¨
蒔
」
一

に
う
け
つ
が
れ
て
、
の
音
に
よ
る
大
地
名
よ
り
小
地
名
へ
の
連
接
発
展
の
表
出

は
、
船
の
進
行
の
方
向
を
焦
点
化
し
て
、
湖
上
大
景
の
中
の
邊
か
な
る
一
点
に

向
つ
て
営
ま
れ
ゆ
く
旅
す
る
船
の
進
展
を
示
す
と
共
に
、
作
者
の
船
の
あ
と
を

追
ふ
心
情
の
流
動
と
、
空
虚
な
夕
景
の
湖
面
に
の
こ
る
旅
の
や
る
せ
な
さ
、
た

よ
り
な
さ
、
郷
愁
感
の
発
展
を
、背
後
に
ひ
そ
ま
せ
て
、結
句

「
は
て
に
け
む
か

も
」
（
３
●
４
音
）
に
そ
の
詠
歎
の
表
出
を
見
る
で
あ
る
。
殊
に
結
句
の
３
●
４

音
は
四
句
目
の
３
●
４
音
と
応
じ
て
、
作
者
の
心
情
は
ｔ
の
律
動
に
の
つ
て
は

る
か
に
発
展
し
て
ゆ
き
、
二
句
目
の

「
こ
ぎ
ゆ
く
ふ
ね
は
」
の
強
い
提
示
は
、

「榜
ぎ
ゆ
く
」
↓

「泊
つ
」
の
呼
応
の
み
ら
ず
、
こ
の
律
動
に
よ
つ
て
確
と
受

け
と
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
歌
中
の
地
名
が
単
に
土
地
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
く

て
、　
一
首
の
死
活
に
及
ぼ
す
表
現
の
問
題
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
の
、
い
か
に
大

き
い
か
を
知
る
の
で
あ
る
。
殊
に
黒
人
の
場
合
、
然
り
で
あ
る
。
街
、
日
辺
幸

雄
氏
が
い
は
れ
る
如
く

（「高
市
黒
入
し
、
「あ
と
も
ひ
て
」
と

「あ
と
の
み
な

●

●

．「
１
．「
　
　
一，
■
一↓
‐・１
”



と
」
と
の
あ
と
の
同
語
反
復
の
効
果
も
も
ち
ろ
ん
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の

「あ
と

も
ひ
て
」
の

「あ
と
」
を
田
辺
氏
が
地
名
阿
渡
と
見
る
説

（黎
報
晟
撃
賞
調
融
新
絲

砂
盤
」
噂
）
を
試
み
て
居
ら
れ
る
が
、
い
か
ゞ
で
あ
ら
う
か
。

万
葉
集
短
歌
中
、
初
二
旬
に
地
名
な
く
、
二
句
目
の
終
り
に
助
詞

「は
」
を

置
い
て
、
三
句
目
に
地
名
の
置
か
れ
る
歌
は
、
黒
人
の
こ
の
歌
の
外
に
、
次
の

五
例
が
あ
る
。
「ず
ぼ
」
の
三
例

（精
封
ＴＴ
三
北
卸
菫
及
或
本
）
の
場
合
は
性
質
が

異
な
る
か
ら
除
外
す
る
。

朝
び
ら
き
　
こ
ぎ
出
て
我
は
　
翻
剰
倒
嘲
　
釣
す
る
海
人
を
　
見
て
か
へ
り

来
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九
―

一
六
七
〇
）

今
日
今
日
と
　
わ
が
待
つ
君
は
　
石
川
の
　
貝
に
交
り
て
　
在
り
と
い
は
ず

ゃ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
ニ
ー
三
二
四
）

う
ち
日
さ
す
　
宮
の
我
背
は
　
大
和
女
の
　
膝
枕
く
毎
に
　
吾
を
忘
ら
す
な

（巻
十
四
―
三
四
五
七
）

沖
つ
鳥
　
鴨
と
ふ
船
は
　
也
良
の
崎
　
た
み
て
榜
ぎ
来
と
　
聞
え
来
ぬ
か
も

（巻
十
六
―
三
八
六
七
）

我
が
面
の
　
忘
れ
む
時
は
　
筑
波
嶺
を
　
ふ
り
さ
け
見
つ
つ
　
妹
は
し
ぬ
ば

ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
十
１
四
三
六
七
）

右
い
づ
れ
も
第
三
句
目
に
地
名

一
箇
を
存
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

「也
良
の

崎
」
を
初
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
名
表
現
の
特
色
は
持
つ
て
ゐ
る
が
、
黒
人
の
場
合

の
如
く
三

・
四
旬
に
地
名
を
駆
使
し
て
、
緊
密
な
心
情
表
出
の
構
造
の
中
に
置

か
し
め
て
あ
る
例
は
異
色
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

筒
、
佐
々
木
博
士
は
黒
人
の
こ
の
歌
に
つ
い
て
、

「さ
夜
深
け
て
夜
中
の
潟

に
お
ぼ
ほ
し
く
呼
び
し
舟
人
泊
て
に
け
む
か
も
」
（謎
競
剣
〓
三
五
）
の
影
響
が

認
め
ら
れ
る
と
い
は
れ

（「高
市
黒
人
し
、
武
田
博
士
は
巻

一
・
五
八

（「
い
づ

オ

く
に
か
船
泊
す
ら
む
…
し

と
同
様
な
手
段
と
い
は
れ
る

（「全
註
釈
し

が
、

歌
意
の
上
か
ら
一
見
類
想
の
も
の
に
見
え
て
も
、
歌
と
し
て
の
心
情
表
現
の
構

造
の
上
か
ら
は
全
く
別
種
の
も
の
で
あ
つ
て
、　
ま
し
て
地
名
の
生
か
さ
れ
方

は
、
黒
人
独
特
の
一
つ
の
個
性
的
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

筒
、
黒
人
の
歌
十
八
首
中
に
唯

一
の
地
名
を
含
ま
ぬ
歌
と
し
て
、

③
　
た
び
に
し
て
　
も
の
こ
ほ
し
き
に
　
山
下
の
　
あ
け
の
そ
ほ
ぶ
ね
　
お

き
に
こ
ぐ
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
〇
）

の
一
首
が
あ
る
。
こ
の

「山
下
」
は
日
誹

「
ヤ
マ
モ
ト
ノ
」
で
あ
つ
た
の
を
、

宣
長
が
玉
の
小
琴
で

「
ヤ
マ
ン
タ
ノ
」
と
よ
ん
で
、
枕
詞
と
見
、
詳
し
い
説
を

挙
げ
て
以
後
、
枕
詞
の
語
義
に
は
諸
説
あ
つ
て
も
、
今
日
ま
で
の
註
釈
書
の
多

く
は
こ
れ
を
枕
詞
と
見
て
ゐ
る
。　
一
方
古
く
仙
覚
抄
は

「山
も
と
は
と
こ
ろ
の

名
也
、
筑
後
の
国
に
あ
る
に
や
。」
と
地
名
説
を
立
て
、
童
蒙
抄
ま
た
こ
れ
を

地
名
と
し
て
居
り
、
ま
た
古
く
契
沖
は
実
景
と
見
、
今
日
実
景
と
見
る
も
の
に

山
田
博
士
の
講
義
や
、
川
田
順
ｏ
尾
山
篤
二
郎
・
田
辺
幸
雄
・
窪
田
空
穂
等
の

諸
氏
が
あ
る
。
私
は
、
黒
人
の
実
に
つ
く
個
性
か
ら
も
、
第
三
句
目
の
多
く
の

在
り
方
か
ら
も
枕
詞
と
見
る
べ
き
で
な
く
、
巻
三
・
二
八
〇
の

「自
菅
の
」

の
如
き
も
、
実
景
で
こ
れ
こ
そ
あ
れ
、
枕
詞
と
見
る
べ
き
で
な
い
と
思
つ
て
ゐ

る
。
そ
の
点
、
古
昔
の
地
名
説
は
黒
人
作
品
の
本
質
を
看
取
つ
た
か
の
如
き
説
、

で
あ
る
が
、
今
俄
に
地
名
と
も
断
じ
難
し
と
す
れ
ば
、
０
の
歌
ま
で
考
察
し
た

第
三
句
目
の
地
名
表
現
の
在
り
方
か
ら
帰
納
し
て
、
少
く
も
場
所
を
示
キ
言
葉

で
あ
る
べ
く
、
稿
を
改
め
て
論
ず
べ
き
で
は
あ
る
が
、
今
の
処
、
実
景
説
を
以

つ
て
最
も
妥
当
な
る
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
こ
に
は
考
察
の
対

象
と
し
て
挙
げ
な
い
が
、
上
述
の
地
名
表
現
に
似
通
ふ
表
出
が
な
さ
れ
て
ゐ
る

の
を
見
る
の
で
あ
る
。



f

工（

短
歌

一
首
の
中
に
地
名
二
箇

（時
に
は
三
個
）
を
入
れ
て
、
地
理
的
に
互
ひ

に
映
発
関
係
を
醸
し
、
そ
れ
に
拠
つ
て
心
情
の
表
出
を
は
か
る
も
の
は
、
万
葉

集
中
に
相
当
に
多
い
が
、
こ
れ
を
一
つ
の
地
名
が
第
三
句
目
に
あ
り
、　
一
方
が

初
二
旬
に
あ
る
も
の
に
限
定
す
れ
ば
、
三
十
九
例
と
な
る
。
こ
れ
を
更
に
、
二

句
目
に
句
切
の
あ
る
も
の
に
限
れ
ば
十
九
例
を
数
へ
る
。

湯
羅
の
崎
　
汐
千
に
け
ら
し
。
白
神
の
　
機
の
浦
廻
を
　
敢
へ
て
ｔ
ぎ
動
む

ヾ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九
―

一
六
七
一
）

年
魚
市
潟
　
汐
干
に
け
ら
し
。
知
多
の
浦
に
　
朝
こ
ぐ
船
も
　
沖
に
寄
る
見

ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
七
１

一
一
六
三
）

可
之
布
江
に
　
鶴
き
わ
た
る
。
志
珂
の
浦
に
　
沖
つ
自
浪
　
立
ち
し
来
ら
し

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
五
―
三
六
五
四
）

の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
わ
づ
か
の
例
外
を
除
い
て
、
初
二
句
が
主
観
的

表
現
で
あ
れ
ば
三
句
以
下
で
は
客
観
的
表
現
で
あ
り
、
或
は
ま
た
こ
の
逆
で
あ

る
の
が
一
般
で
、
一
初
二
句
の
地．
名
は
一
例

（購
五一
―
）
を
除
い
て
、
全
部
第

一

句
目
に
地
名
が
あ
る
。
黒
人
の

０
　
桜
田
へ　
だ
づ
な
き
わ
た
る
　
牛
魚ゅ市ち慮
　
し
ほ
ひ
に
け
ら
し
　
た
づ

■
き
わ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
一
）

の
歌
の
場
合
も
そ
れ
で
あ
る
。

０
つ
歌
は
初
二
句
に
客
観
的
表
現
を
な
す
も
の
で
、
初
旬
冒
頭
、
鳴
き
渡
る

鶴
に
明
確
な
方
向
を
与
へ
て
、
二
句
目
に
小
さ
く
移
動
し
ゆ
く
鶴
の
実
景
を
と

ら
へ
る
。
■
句
目
の
休
止
と
、
５
●
４
●
■
音
の
律
動
之
に
よ
つ
て
、
作
者
の

網
膜
に
う
つ
る
鶴
群
は
遠
ざ
か
り
ゆ
く
方
向
に
於
い
て
明
確
に
と
ら
へ
ら
れ
、

そ
れ
を
放
心
に
見
つ
め
見
送
り
ゆ
く
心
情
を
表
出
し
て
、
次
へ
の
空
間
的
ひ
ろ

ヽ

　

・

が
り
と
心
情
の
展
瀾
へ
の
弾
力
を
摯
ん
で
、　
一
応
く
つ
き
り
と
完
結
せ
ｔ
め

る
。
含
た
づ
な
き
わ
た
る
」
は
叙
述
の
上
で
は
２
●
５
音
で
あ
る
が
、
声
調
の

上
か
ら
は
、
黒
人
の
他
の
例
か
ら
も
思
ひ
あ
は
せ
て
、
４
ｏ
３
音
と
見
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
次
の
「ｔ
ほ
ひ
に
け
ら
し
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。）

こ
の
弾
力
を
う
い
て
出
た
第
三
句
目
は
地
名
の
み
の

「年
魚
市
潟
」
と
し
て

置
力、
れ
、
こ
の
書
は
直
ち
に

「桜
硼
」
と
の
地
理
的
映
発ヽ
瀾
係
を
醸
ｔ
て
空
欄

的
ひ
ろ
が
り
を
獲
得
す
る
と
共
に
、
思
ひ
馳
せ
ら
れ
た
土
地
と
し
て
心
情
の
選

お
き
ひ
ろ
が
つ
を
も
獲
得
せ
■
め
る
。
「桜
田
一
「年
魚
市
潟
」
の
き
れ
い
■
新

鮮
な
地
名
の
効
果
ヽ
そ
れ
を
助
長
せ
し
め
る
。
千
潟
に
下
り
る
鶴
群
へ
の
想
像

は
、
か
く
て
、
四
句
目
Ｌ
し
ほ
ひ
に
け
ら
し
」
の
伸
び
や
か
な
主
観
２
し
て
展

瀾
す
る
。
（省
「
年
魚
市
潟
の
潮
干
を
離
れ
て
鶴
が
来
る
■
見
る
山
田
博
士
講

議
の
説
そ
の
他
間
々
見
る
こ
の
類
の
説
は
、
鶴
の
習
性
に
遠
い
も
の
と
い
は
ね

ば
な
ら
な
い
。）・
し
か
も
こ
の
場
合
も
５
◆
４
ｏ
３
音
の
在
り
方
は
、　
四
ｏ
五

句
つ
心
情
の
発
展
を
く
つ
き
り′
と
一
応
完
結
せ
し
め
、
且
初
二
句
に
応
じ
て
快

き
譜
調
を
醸
さ
し
め
、
初
二
旬
の
場
合
と
共
に
動
の
景
情
を
恰
も
額
ぶ
ち
に
収

め
る
如
く
静
上
の
姿
に
把
へ
じ
め
る
。
そ
こ
か
ら
透
徹
ｔ
た
明
る
さ
・
鮮
明
さ

が
生
ま
れ
、　
一
つ
の
黒
人
の
世
界
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
一　
　
　
　
　
・

二
句
相
の
場
合
と
同
じ
く
、
四
句
目
に
ひ
そ
，め
ら
れ
た
騨
力
は
、
こ
の
諧
調

に
乗
つ
て
、
第
二
の
休
止
を
破
つ
、
弾
み
来
る
心
情
の
躍
動
と
な
つ
て
、
結
句

の

「た
づ
な
き
わ
た
る
」
の
景
観
に
奔
出
し
来
る
。
い
は
れ
る
如
く
二
句
目
の

反
復
と
し
て
音
楽
的
諸
調
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
単
な
る
景
観
の
繰
り
返
し
で

は
な
く
て
、
景
情
合
致
の
心
情
の
奔
出
と
し
て
把
へ
ら
れ
、
し
か
も
こ
れ
ま
か

く
つ
き
り
と
し
た
額
ぶ
ち
に
収
め
き
る
如
き
声
調
の
清
潔
さ
こ
そ
、
黒
人
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぬ
。

二
句
ｏ
五
句
の
繰
り
返
し
は
、
こ
れ
も
世
に
い
は
る
る
如
く
日
誦
の
遺
風
で

ヽ



あ
り
、
集
中
に
多
く
数

へ
得
る
が
、
そ
の
遺
風
を
取
り
来
つ
て
黒
人
の
場
合
の

如
き
表
現
的
効
果
を
挙
げ
て
ゐ
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
歌
の
如
く
、

第
三
句
目
に
地
名
を
置
き
、
初
二
旬
に
そ
れ
と
映
発
関
係
の
地
名
が
あ
つ
て
、

二
句
切
と
な
る
表
現
を
な
す
も
の
、
前
述
の
十
九
例
の
中
で
、
二
句
五
旬
の
繰

り
返
し
を
見
る
の
は
黒
人
の
み
で
あ
る
。
他
は
三
句
以
下
を
概
ね
一
途
に
主
観

又
は
客
観
に
方
向
づ
け
る
の
み
で
、
黒
人
の
場
合
の
如
く
、　
一
見
単
純
に
見
え

て
複
雑
な
構
造
的
関
聯
に
置
か
し
め
、
表
現
的
効
果
を
挙
げ
て
ゐ
る
も
の
は
な

い
。同
じ
く
ヽ
第
三
句
目
の
地
名
と
、
初
二
句
の
い
づ
れ
か
一
方
の
地
名
と
が
、

互
ひ
に
地
理
的
映
発
関
係
を
保
つ
集
中
の
三
十
九
例
を
、
前
述
の
如
き
明
確
な

二
句
切
に
な
ら
ず
に
、
二
句
目
の
終
り
に
助
詞

「ば
」
を
伴
つ
た
も
の
の
み
に

限
定
す
れ
ば
、
左

の
六
例
に
な
る
。

⑩
　
四し
駿
暉
　
う
ち
こ
え
み
れ
ば
　
察
締
の

島
こ
ぎ
か
く
る
　
た
な
な
し

（巻
三
―
二
七
二
）

洲
湖
の‐
湖
　
自
木
綿
花
に
　
浪
立
ち
わ
た
る

（巻
十
三
―
三
二
三
八
）

有
馬
山
　
夕
霧
立
ち
ぬ
　
宿
は
な
く
し
て

（巻
ヒ
ー

マ
一
四
〇
）

二
上
に
　
黄
葉
流
る
　
時
雨
ふ
り
つ
つ

ポ

詔
荷

一粍
が

（巻
十
八
―
四
〇
二
五
）

囲
河
な
る
　
面
層
別
Ⅵ
口
測
に
　
逢
ひ
し
児

（巻
三
―
二
八
四
）

右
の
六
例
を
見
る
と
、
二
句
目
は
句
切
に
は
な
ら
な
い
が
、
三
句
目
と
の
間

″

に
声
調
上
い
づ
れ
も
小
休
上
の
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
初
二
句
は
、
六
例

と
も
作
者
の
行
動
を
叙
し
て
居
つ
て
、
最
後
の
例
を
除
い
て
は
、
い
づ
れ
も
、

初
二
句
は
５
ｏ
４
ｏ
３
音
の
律
動
を
な
し
て
ゐ
る
。

黒
人
の
⑩
の
歌
の
場
合
、
冒
頭
に
四
極
山
の
地
名
の
み
が
置
か
れ
て
、
土
地

の
名
に
よ
せ
る
派
心
の
噺
ｔ
い
感
動
と
ち
が
居
点
が
鮮
明
さ
れ
、
そ
こ
に
立
つ

て
展
望
す
る
心
は
、
俄
然
第
三
句
目
の
地
名
に
定
着
点
を
得
て
、
見
る
位
置
と

見
ら
れ
る
も
の
と
は
互
ひ
に
新
鮮
明
確
な
映
発
関
係
に
よ
つ
て
空
間
的
ひ
ろ
が

り
を
獲
得
し
、
そ
の
ひ
ろ
が
り
つ
中
に
、
移
行
し
去
り
ゆ
く
一
点
と
し
て
の
小

舟
の
微
細
化
描
写
を
可
能
に
す
る
。
眺
め
ら
れ
た
第
二
句
目
の
地
名
を
舞
台
に

微
細
に
移
動
的
に
描
か
れ
た
一
点
小
舟
の
行
方
は
、
初
二
旬
に
映
発
さ
れ
て
一

動
の
鮮
明
透
徹
な
景
観
と
な
る
と
共
に
、
そ
れ
は
ま
た
漂
泊
追
求
の
作
者
の
心

持
の
あ
と
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
姿
で
も
あ
っ
て
、
網
膜
に
消
え
な
い
佗
び
し
い
一

点
と
■
つ
て
残
る
。
第
二
句
目
が

「霊
経
０
」
で
あ
る
こ
と
が
計
観
と
感
動
を

ス
ム
ー
ス
に
結
旬
ま
で
ひ
き
の
ば
し
、
結
句
が
名
詞
止
で
あ
る
こ
と
、
三
ｏ
四

句
の
５
ｏ
４
ｏ
３
音
が
初
二
句
の
５
ｏ
４
ｏ
３
音
に
対
応
し
、
四
・
五
句
が
ま

た
４
３
ｏ
４
３
音
の
諸
調
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
緊
密
な
構
造
的
関
聯
に
よ

つ
て
、
景
観
は
は
な
や
が
ず
、
主
情
は
内
に
ひ
そ
ま
つ
て
、
作
者
の
心
の
あ
り

ど
こ
ろ
を
清
潔
鮮
明
に
表
出
せ
し
め
る
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
前
の
六
例
の
中
の
他
の
五
例
に
較
べ
て
見
れ
ば
、
五
例
は
夫
々
に
境

地
が
詠
出
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

「し
な
が
鳥
…
」
の
歌
な
ゼ
は
暫
く
措

き
、
い
づ
れ
も
多
く．
浅
々
と
ｔ
た
所
を
免
れ
な
い
。
第

一
句
と
第
一
旬
に
地
名

を
置
く
表
出
法
な
ど
は
、
地
名
表
現
へ
の
意
識
乃
至
宿
観
の
鋭
さ
が
な
い
限

り
、
偶
然
的
な
地
名
の
配
置
に
終
る
恐
れ
が
あ
る
。
黒
人
が
こ
こ
に
二
つ
の
地

名
を
駆
使
し
て
、
心
情
表
現
の
構
造
的
な
関
聯
の
中
に
お
き
、
黒
人
美
の
一
つ

の
特
異
な
世
界
を
形
成
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
ぶ
ね

相
坂
を
　
う
ち
出
て
見
れ
ば

ｔ
な
が
鳥
　
猪
名
野
を
来
れ
ば

大
坂
を
　
わ
が
越
え
来
れ
ば

之
乎
路
か
ら
　
直
超
え
来
れ
ば

も焼
津
辺
に
　
吾
が
行
き
し
か
ば

ら
は
も

“



衡
、

「笠
縫
」
の
地
名
に
は
笠
縫
部
の
い
と
な
み
と
い
ふ
も
の
が
、
何
ら
か
感

じ
ら
れ
て
、　
一
つ
の
効
果
を
挙
げ
て
ゐ
る
点
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

右
の
黒
人
の
１０
の
歌
を
含
め
た
こ
の
六
例
の
外
に
、

０
　
磯
の
崎
　
こ
ぎ
た
み
ゆ
け
ば
　
近
江
の
海
　
八
十
の
湊
に
　
た
づ
さ
は

に
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
三
）

の
歌
の

「磯
の
崎
」

「八
十
の
湊
」
は
地
名
で
は
な
い
が
、
大
々
、
状
態
を

持
つ
た
場
所
を
表
は
す
点
で
、
表
現
の
上
の
役
割
に
於
い
て
は
、
地
名
表
現
の

場
合
に
似
通
つ
た
効
果
を
持
つ
て
居
り
、　
そ
の
点
で
、
第

一
句
日
の

「磯

の

崎
」
と
、
三
ｏ
四
旬
の

「近
江
の
海
」

「
八
十
の
湊
」
は
互
ひ
に
映
発
関
係
に

置
か
れ
、
⑩
の
場
合
と
通
ふ
表
現
を
な
し
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。
「磯
の
崎
」
は

原
文

「磯
前
」
で
、
こ
れ
を
滋
賀
県
坂
田
郡
磯
前
神
社
附
近
に
あ
て
（略
解
、金

子
氏

「評
釈
」
等
）、　
ま
た

「
八
十
の
湊
」
を
同
じ
く
犬
上
郡
八
坂
村
に
あ
て

る
説
∩
檜
嬬
手
」
等
）
が
あ
る
が
、　
こ
れ
は
敢
へ
て
地
名
に
求
む
べ
き
で
は
な

く
、
湖
水
の
中
の

「磯
（石
）
の
多
い
岬
」
「あ
ち
こ
ち
の
多
く
の
湊

（河
口
な

ど
と

の
意
に
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
の
い
の
歌
で
、
地
名
の
み
で
第
三
句
目
が
据
ゑ
ら
れ
、

「近
江
の
海
」
と

置
か
れ
た
こ
の
表
現
は
、　
一
首
の
構
造
的
関
聯
に
於
い
て
全
景
観
全
心
情
を
統

べ
て
、
こ
の
表
出
を
全
か
ら
し
め
る
極
め
て
重
要
な
る
生
か
さ
れ
方
に
あ
る
も

の
で
あ
る
。

即
ち
、
初
二
句
の
、
磯
の
崎
を
こ
ぎ
め
ぐ
り
ゆ
く
自
己
の
行
動
の
移
動
過
程

の
叙
述
の
あ
と
を
受
け
て
、
突
如
広
大
な
地
形
の
ひ
ら
け
き
た
つ
た
効
果
、
即

ち
移
動
風
景
的
場
面
転
換
の
鮮
か
さ
と
、
そ
の
移
動
展
開
に
よ
る
感
動
の
心
情

の
躍
出
す
る
感
を
、
鮮
明
に
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
こ
ま
か
に
見
れ
ば
、

初
旬
が
、
近
江
の
湖
水
の
中
で
あ
つ
て
も

「近
江
の
海
」
と
い
ふ
こ
と
が
意
識

に
の
ぼ
ら
な
い
程
の
湖
中
の
一
場
面

「磯
の
崎
」
と
の
み
置
か
れ
て
、
次
に
二

句
目
の
行
動
の
叙
述
を
経
て
、
湖
上
全
面
を
見
渡
す
如
き

「近
江
の
海
」
に
相

対
し
、
互
ひ
に
地
形
的
映
発
関
係
に
よ
つ
て
、
空
間
的
ひ
ろ
が
り
を
獲
得
し
、

そ
れ
に
よ
つ
て
開
籍
な
大
景
の
突
如
ひ
ら
け
き
た
つ
た
驚
き
の
感
を
あ
ら
は
す

も
の
で
、
今
や
、
湖
岸
の
一
地
形
に
沿
う
て
と
り
と
め
も
な
く
密
着
し
つ
つ
ゆ

く
作
者
の
心
情
は
、
静
か
な
移
行
の
果
に
、
意
外
の
見
事
な
定
着
地
を
得
た
感

で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
初
旬
の

「磯
の
崎
」
と
三
句
目
の

「近
江
の
海
」
と
の
、
磯
か

ら
近
江
へ
、
崎
か
ら
海
へ
の
変
化
い
及
び
中
間
の

の

音
の
呼
応
か
ら
来
る
諧

調
、
ま
た
初
二
句
の
５
ｏ
４
●
３
音
の
律
動
か
ら
来
る
景
と
行
動
叙
述
の
上
に

見
る
せ
ま
り
ゆ
く
感
じ
、
及
び
二
句
目
の
終
り
の
小
休
止
、
さ
ら
に
、

「
イ
ソ

ノ
サ
キ
、
コ
ギ
タ
ミ
ユ
ヶ
バ
、
ア
フ
ミ
ノ
ミ
」
に
見
る
次
ア

に
ｉ
韻
に
よ
り
お

く
ら
れ
る
諧
調
等
が
、
大
い
な
る
助
け
を
な
し
て
ゐ
る
。

か
か
る
緊
密
な
る
関
聯
に
於
い
て
、
第
三
句
目
は
初
二
句
に
対
し
、
有
機
的

表
現
構
造
を
全
う
し
て
ゐ
る
。

か
く
て
、
第
三
句
目
は
、
空
間
的
ひ
ろ
が
り
に
於
い
て
、
ま
た
心
情
的
ひ
ろ

が
り
に
於
い
て
、
四
・
五
句
の
景
観
及
び
心
情
展
開
に
対
し
て
一
つ
の
し
つ
か

り
し
た
舞
台
を
与
へ
る
も
の
と
な
る
。
し
か
も
、
地
名
だ
け
の
名
詞
で
止
め
て

あ
る
こ
と
が
、
そ
こ
に
か
す
か
な
休
止
を
与
へ
て
、
四
・
五
句
の
表
出
を
躍
動

せ
し
め
る
。

即
ち
、
四

・
五
句
に
於
い
て
は
、
与
え
ら
れ
た
広
大
静
閑
な
湖
面
の
舞
台
に

於
け
る
、
各
処
展
望
と
し
て
の

「
八
十
の
湊
」
の
微
細
旦
動
的

景
観

が
、
静

中
、
澄
み
の
ぼ
る
白
鶴
の
声
の
み
と
し
て
描
か
れ
、
そ
こ
に
心
情
は
、
景
観
に

沿
う
て
静
澄
透
徹
な
る
も
の
に
発
展
し
、　
一
種
の
黒
人
的
郷
愁
の
世
界
を
実
現

す
る
。
こ
の
場
合
も

「
八
十
の
湊
」
の
の
音
が
、
「磯
の
崎
」
「近
江
の
海
」
の
の
音

―
■
■
●
ｒ
、，

■
　̈
　
一こ
■
¨



に
呼
応
し
て
景
情
の
伸
展
を
助
け
、
「
ヤ
ソ
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
、
タ
ヅ
サ
ハ
ニ
ナ
ク
」

の
ｉ
韻
は
、
上
三
句
の
ｉ
韻
に
呼
応
し
て
、
快
調
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、

一
人
澄
み
と
は
る
感
を
助
け
る
。　
■
、　
結
句
の

「
た
づ
さ
は
に
な
く
」
は
、

叙
述
の
上
か
ら
は

「鶴
が
ｏ
多
に
鳴
く
」
で
あ
る
が
、
表
現
面
か
ら
は

「鶴
多

に
・
鳴
く
」
に
近
く
、
自
鶴
は
あ
ち
こ
ち
に
沢
山
ゐ
て
、
盛
に
鳴
い
て
ゐ
る
趣

で
、
従
つ
て
声
調
も
四

・
五
句
は
３
４
●
５

（
２
３
）
２
音
と
よ
み
と
つ
て
初

め
て
、
景
観
は
鮮
明
清
潔
に
刻
み
こ
め
ら
れ
、
そ
の
餘
韻
の
中
に
、
作
者
の
心

情
は
投
影
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
鶴
の
鳴
く
の
は
、
こ
の
表
現
の
上
で
は

「船
の
出
入
が
あ
る
為
に
、
警
め
合
つ
て
鳴
く
場
合
を
心
に
置
い
た
も
の
」
（
窪

田
氏

「
評
釈
し
と
い
ふ
や
う
な
理
智
の
は
い
つ
た
も
の
で
は
な
い
。

か
く
て
、
Ｏ
⑩
Ｏ
三
歌
に
見
る
、
映
溌
関
係
に
於
け
る
第
二
句
日
の
地
名
表

現
が
、　
一
首
の
心
情
表
出
の
構
造
的
関
聯
に
於
い
て
、　
一
首
の
死
活
を
握
る
極

め
て
重
要
な
る
役
割
を
果
し
て
居
り
、
そ
こ
に
作
者
の
意
識
す
る
と
否
と
に
拘

ら
ず
、
黒
人
美
の
構
築
の
鍵
が
あ
り
、
そ
れ
ハ
ヽ
に
全
き
生
か
さ
れ
方
を
な
し

て
ゐ
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

七

黒
人
の
歌
の
中
に
は
、
他
に
も
う

一
つ
第
二
句
目
の
地
名
表
現
に
於
い
て
、

既
述
の
も
の
と
も
異
な
り
、
旦
、
集
中
に
類
例
を
見
な
い
独
自
の
表
現
を
な
す

次
の
歌
が
あ
る
。

・２
　
わ
ぎ
も
こ
に
　
猪
名
野
は
み
せ
つ
　
名
次
山
　
角
の
松
原
　
い
つ
か
し

め
さ
む
　
　
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
七
九
）

万
葉
集
中
の
短
歌
で
、
第
三
句
第
四
旬
に
地
名
の
置
か
れ
た
も
の
は
四
十
一

例
を
数
へ
、
そ
の
中
、
初
二
句
の
い
づ
れ
か
に
も
地
名
を
伴
ふ
も
の
は
七
例
で

あ
る
。
こ
の
四
十
一
例
の
中
、

（
イ
）

吾
妹
子
に
　
猪
名
野
は
見
せ
つ
　
名
次
山
　
角
の
松
原
　
い
つ
か
示

さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
一
一七
九
）

（
口
）

思
ひ
つ
つ
　
来
れ
ど
来
か
ね
て
　
川
目
洲
嘲
　
劃
日
謝
旧

を̈
　
ま
た

か
へ
り
見
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九
―

一
七
三
三
）

（
ハ
）

藻
苅
舟
　
沖
こ
ぎ
来
ら
し
　
妹
が
島
　
形
見
の
浦
に
　
鶴
翔
る
見
ゆ

（巻
七
―

一
一
九
九
）

（
二
）

苦
し
′
もヽ
　
降
り
来
る
雨
か
　
神
の
崎
　
狭
野
の
渡
に
　
家
も
あ
ら

な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
―
二
六
五
）

（
ホ
）

吾
妹
子
や
　
一ユロを
忘
ら
す
な
　
石
上
　
袖
布
留
河
の
　
絶
え
む
と
念

へ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
二
―
三
〇

一
三
）

（
へ
）

音
に
き
き
　
目
に
は
い
ま
だ
見
ぬ
　
割
馴
潮

渕
国
の‐
測
を
　
今
日

見
つ
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
七
―

一
一
〇
五
）

の
外
は
、　
三
・
四
句
の
地
名
は
主
と
し
て
助
詞

「
の
」
に
よ
つ
て
連
接
す
る

か
、
稀
に

「な
る
」
に
よ
つ
て
連
接
す
る
も
の

（
五
例
）
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に

よ
つ
て
い
づ
れ
も
大
地
名
よ
り
小
地
名
へ
の
連
接
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
若
に

挙
げ
た
歌
の
中
、
（
ホ
）の
歌
の
「石
上
・
袖
布
留
河
」
及
び
（
へ
）の
歌
の
「吉

野
河

。
六
日
の
淀
」
は

「
の
」
又
は

「な
る
」
を
伴
は
ず
に
地
名
で
続
け
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に

「
石
上
の
布
留
河
」

「吉
野
河
の
六
日
の
淀
」
即

ち
大
地
名
小
地
名
の
関
係
に
於
い
て
置
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
口
）

の

「水
尾
が
崎

・
真
長
の
浦
」
、

（
ハ
）
の

「妹
が
島

ｏ
形
見
の
浦
」
、　
↑
こ
の

「神
の
崎
・
狭
野
の
渡
」
は
大
小
の
関
係
に
於
い
て
も
見
ら
れ
、
並
列
の
地
名

と
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
大
小
の
関
係
と
す
れ
ば
、
黒
人
の
⑫
（
イ
）
の
歌
の
三

・
四
句
は
完
全
並
列
で
あ
る
か
ら
四
十
一
例
中
の
全
く
独
自
の
も
の
と
な
る
。

こ
れ
を
並
列
と
見
て
も
、

「水
尾
が
崎
」
は
滋
賀
県
滋
賀
郡
の
北
端
の
明
神
崎

で
、
そ
の
北
側
に
続
く
海
岸
が

「真
長
の
浦
」
で
あ
り
、
「妹
が
島
」
「形
見
の
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浦
」
は
所
在
定
め
難
い
が
、
妹
が
島
を
か
り
に
紀
州
友
が
島
と
し
後
者
を
加
太

の
浦
と
し
て
も
、
鶴
翔
る
を
見
得
る
海
景
一
視
野
の
中
に
収
ま
る
も

の
で
あ

り
、

「神
の
崎
・
狭
野
の
渡
」
は
、
近
時
土
屋
氏
が
泉
佐
野

（大
阪
府
）
に
求

め
ら
れ
ち
が

（私
注
）、
通
説
の
如
く
、
新
宮
市
に
求
め
れ
ば
、　
こ
れ
ま
た
海

岸
の
景

一
視
野
の
中
０
連
接
地
で
あ
つ
て
、
名
次
山
（西
宮
市
名
次
町
の
丘
陵
。

丘
陵
の
北
端
に
式
内
名
次
神
社
が
あ
る
。）
と
角
の
松
原

（西
宮
市
津
門
の
附

近
か
。
所
在
定
め
難
し
と
し
て
も
名
次
山
ら
南
方
に
は
ま
だ
別
の
小
丘
が
あ
つ

て
、
す
ぐ
附
近
に
は
松
原
を
想
定
し
難
い
。）
と
が
距
離
が
あ
り
、
山
と
松
原

と
の
別
種
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
地
名
だ
け
′で
置
か
れ
た
完
全
並
列
の
場

合
と
は
較
ぶ
べ
く
も
な
い
。
ま
し
て
、
三
ｏ
四
句
の
地
名
の
み
な
ら
ず
初
二
句

の
中
に
も
地
名
を
含
む
も
の
七
例
の
中
で
は
、
並
列
は
黒
人
の
歌
だ
け
で
あ
る

こ
之
を
思
へ
ば
一　
ｔ
れ
は
類
例
の
■
い
独
自
の
も
の
と
い
へ
る
。　
こ
こ
に
於

て
、
地
名
表
現
に
集
中
特
異
の
表
出
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。

こ
の
じ
の
歌
の
第
三
句
目
の

「名
次
山
」
は
、
四
句
目
の

「角
の
松
原
」
二

句
目
の

「猪
名
野
」
と
共
に
、　
一
首
の
心
情
表
出
の
上
に
於
い
て
い
極
め
て
緊

密
な
構
造
的
関
聯
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
ま
づ
、
二
句
月
の
「猪
名
野
」
は
、
景
勝

の
地
と
し
て
或
は
少
く
も
作
者
の
愛
と
憧
憬
の
注
が
れ
た
地
、
妻
と
の
共
感
の

持
ち
た
く
な
る
地
と
し
て
表
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、　
里
］妹
子
に
」
を
初

旬
に
書
つ
て
ゆ
く
事
に
よ
つ
て
、
散
文
化
が
ふ
せ
が
れ
て
強
調
さ
れ
て
居
り
、

助
詞

「
は
上
を
伴
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
、
主
題
の
地
は
明
確
化
さ
れ
、
黒
人
が
初

二
句
に
度
々
用
ゐ
る
５
ｏ
４
ｏ
３
音
に
よ
る
段
々
と
迫
つ
て
焦
点
化
し
ゆ
く
律

動
の
助
け
を
得
て
、

「見
せ
つ
」
が
躍
動
し
来
り
、
そ
こ
に
猪
名
野
に
よ
せ
る

さ
う
し
た
心
情
と
、
そ
れ
の
や
つ
と
充
た
さ
れ
た
満
足
感
が
奔
出
し
来
る
の
を

見
る
。
初
二
句
の
こ
の
表
出
法
に
加
ふ
る
に
、
助
動
詞

「
つ
」
の
持
つ
切
り
つ

ま
つ
た
感
は
、
句
切
に
よ
る
休
上
の
前
に
、
心
情
の
下
旬
に
は
ね
か
へ
る
弾
力

を
蓄
へ
し
め
、そ
こ
に
第
二
句
の
地
名
の
み
の
表
出
が
、猪
名
野
に
対
す
る
の
と

同

一
心
情
の
地
と
し
て
明
確
に
躍
り
出
る
感
を
与
へ
ら
れ
る
。
つ
ゞ
い
て
並
列

さ
れ
た

「角
の
松
原
」
（
３
ｏ
４
音
）
も
同

一
心
情
の
上
に
、　
３
ｏ
４
音
と

「
の
」
に
よ
る
連
接
に
よ
つ
て
更
に
発
展
化
さ
れ
、
し
か
も
地
名
の
み
で
と
ど

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
詠
歎
が
出
て
来
る
。
こ
の
二
地
名
の
み
に
よ
る
配
列

は
、
二
句
目
つ
馳
名
と
応
じ
合
つ
て
、
互
ひ
に
映
発
的
効
果
を
得
て
空
間
酌
ひ

ろ
が
つ
を
獲
得
す
る
と
共
に
、
次
ス
と
点
在
的
な
ひ
ろ
が
り
、
道
行
的
景
観
を

獲
得
し
、
そ
こ
に
そ
れ
ら
の
地
と
妻
に
よ
せ
る
愛
情
は
な
ひ
あ
は
さ
れ
て
高
め

ら
れ
る
に
至
る
。
に
も
か
か
は
ら
ず
、
そ
れ
の
充
た
さ
れ
ぬ
結
句
の
歎
き
は
、

四
句
目
の
小
休
止
を
つ
い
で
い
つ
ま
で
も
心
残
り
の
歎
息
へ
と
お
ひ
こ
む
。
そ

の
上
、
憧
憬
と
歎
き
は
四
・
五
句
の
３
４
一
３
４
音
の
律
動
に
の
つ
て
、
あ
と

に
揺
曳
す
る
。

「早
く
見
せ
た
い
」
（鴻
巣
氏
ｏ
佐
佐
木
博
士
）
「
い
つ
見
せ
よ

う
か
」
（佐
佐
木
博
士
・
土
屋
氏
）
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、　
こ
の
表
現
の
在
り

方
で
は
見
せ
ら
れ
な
い
歎
き
が
主
で
あ
つ
て
い
そ
こ
に
、
通
説
の
如
く
妻
を
伴

つ
た
場
合
で
な
く
、　
こ
の
場
合
、　
尾
山
氏
等
の
い
は
れ
る
如
く

（「高
市
黒

入
し
、
妻
は
家
郷
に
あ
り
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

多
く
い
は
れ
る
如
く
、　
里
口
が
欲
り
し
野
島
は
見
せ
つ
底
深
き
阿
胡
根
の
浦

の
珠
ぞ
拾
は
ぬ
」
（捲

一
―

一
二
）
と
、
初
二
句
は
類
想
に
近
い
が
ヽ
地
名
表
現

に
於
い
て
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
つ
て
、
地
名
三
個
を
か
く
も
大
胆
卒
直
に

配
し
、
か
や
う
な
構
造
的
関
聯
に
置
か
し
め
て
、
土
地
之
妻
へ
の
清
純
淡
白
な

愛
の
心
情
を
表
出
せ
し
め
る
と
こ
ろ
、
地
名
へ
の
関
心
度
、
集
中
無
類
に
近
い

彼
に
し
て
初
め
て
な
し
得
る
処
で
あ
る
。
特
に
第
二
句
目
の
地
名
が
、
第
二
句

を
受
け
、
四
ｏ
五
句
を
発
展
せ
し
め
る
こ
の
表
現
構
造
の
呼
吸
は
、
ま
こ
と
に

瞳
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
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黒
人
の
歌
で
第
二
句
目
に
地
名
の
置
か
れ
た
も
の
は
、
以
上
の
①

か
ら
１２

ま
で
の
歌
の
う
ち
③
を
除
い
た
十

一
首
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
第
三
句
目
の
地
名

表
現
に
於
い
て
、
黒
人
以
外
の
集
中
の
短
歌
に
は
多
く
見
ら
れ
て
、
黒
人
に
は

■

い
表
現
を
な
す
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
句
目
の
地
名
が
、
地
名
の
み

で
置
か
れ
る
場
合
又
は
下
に
助
詞
等
を
伴
ふ
場
合
を
問
は
ず
、
と
も
か
く
も
第

三
句
目
に
地
名
が
置
か
れ
て
、
そ
の
上
の
初
二
句
が
三
句
目
の
地
名

へ
の
何
等

か
の
形
容
修
飾
を
な
し
て
ゆ
く
表
現
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば

往
き
て
見
て
　
来
れ
ば
恋
ほ
し
き
　
朝
日
湘
　
山
越
し
に
置
き
て
　
宿
ね
が

、て
ぬ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
一
―
二
六
九
八
）

子
等
が
手
に
　
か
け
の
よ
ろ
し
き
　
馴
劃
σ
　
片
山
ぎ
し
に
　
霞
た
な
び
ぐ

（巻
十
１

一
八
一
八
）

朝
霞
　
や
ま
ず
棚
引
く
　
調
到
則
　
船
出
せ
む
日
は
　
吾
恋
ひ
む
か
も

，　
　
　
　
　
　
　
　
　ヽ
　
・　
　
　
　
　
　
　
（巻
七
―

一
一
八
一
）

の
珈

ヽき
で
、
集
中
六
十
七
例
を
数
へ
、
そ
の
中
で
比
較
す
れ
ば
、
三
句
目
に
地

名
の
み
を
置
く
場
合
が
よ
り
多
く
、
二
句
目
が
３
ｏ
４
音
の
律
動
と
な
つ
て
地

名
へ
と
せ
り
あ
げ
て
ゆ
く
呼
吸
の
も
の
が
中
葉
を
越
え
て

（
三
十
六
例
）
多

い
。　
こ
の
六
十
七
例
は
、
巻
七
・
巻
十
二
・
巻
十
一
・
巻
十
等
作
者
未
詳

の

巻
、
及
び
遣
新
羅
使
人
一
行
の
歌
で
既
に
三
十
五
例
に
達
し
、
他
は
個
々
散
在

の
形
で
あ
る
。

こ
の
表
現
を
な
す
も
の
が
、
か
く
も
地
名
の
多
い
黒
人
の
歌
に
一
首
も
な
い

こ
と
は
、
黒
人
の
第
三
句
目
地
名
表
現
に
於
け
る
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
つ

て
、
彼
の
心
情
表
現
の
一
つ
の
特
異
性
を
み
と
り
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
・形

容
修
飾
を
伴
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
地
名
そ
の
も
の
が
、
平
板
化
し
独
立
性
を
失
ひ

が
ち
に
な
り
表
現
力
を
他
に
依
存
せ
し
め
る
こ
と
を
避
け
て
、
第
三
句
目
の
地

名
そ
の
も
の
を
心
情
表
現
の
構
造
的
関
聯
の
中
軸
に
お
か
し
め
て
、
地
名
そ
の

も
の
の
置
か
れ
方
に
よ
る
表
現
力
を
発
揮
せ
し
め
、
も
つ
て
心
情
の
躍
動
展
開

を
は
か
る
彼
の
心
の
在
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

地
名
は
彼
に
と
つ
て
偶
然
曜
日
の
一
地
点

一
佳
景
で
は
な
く
、
彼
の
魂
の
宿

り
場
で
あ
り
、
憩
ひ
場
で
あ
り
、
躍
り
場
で
さ
へ
あ
る
。
郷
愁
に
近
い
一
種
の

ェ
ク
ゾ
サ
ズ
ム
が
そ
れ
に
よ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
。
そ
れ
が
全
十

八
首
中
二
十
九
箇
の
地
名
を
詠
出
せ
し
め
る
所
以
で
も
あ
り
、
短
歌
表
現
に
於

け
る
か
な
め
と
も
い
ふ
べ
き
第
三
句
目
に
か
く
も
多
数
の
地
名
を
置
か
し
め
る

所
以
で
も
あ
ら
う
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
三
句
目
の
地
名
は
、
上
に
形
容
修
飾

を
伴
は
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
、却
つ
て
躍
り
出
る
や
う
な
新
鮮
さ
を
も
つ
て
、多

く
揺
動
す
る
魂
を
定
着
せ
し
め
、そ
こ
を
通
し
て
、そ
こ
に
密
着
し
て
さ
ら
に
、

心
情
の
律
動
は
俵
出
さ
れ
ゆ
く
の
で
あ
る
。
彼
の
第
三
句
目
に
地
名
の
あ
る
歌

が
、全
部
二
句
目
に
句
切
が
あ
る
か
、或
は
声
調
上
の
小
休
止
が
考
へ
ら
れ
、
し

か
も
以
上
の
考
察
に
見
る
ご
と
く
最
も
効
果
的
な
措
置
の
と
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ

ろ
こ
そ
、
三
句
目
の
地
名
表
現
を
全
う
せ
し
め
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

黒
人
の
地
名
表
現
全
般
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
と
思
ふ

功
　
，ア
」
に
は
彼
の
地
名
表
現
中
最
も
根
幹
を
な
す
第
二
句
目
の
地
名
表
現
に

つ
い
て
以
上
考
察
を
加
へ
た
。
彼
の
意
識
す
る
と
否
と
を
問
は
ず
、
彼
の
第
三

句
目
の
地
名
が
、　
一
首
の
心
情
表
出
に
於
い
て
、
極
め
て
緊
要
且
特
異
な
る
構

造
的
関
聯
に
於
い
て
生
か
さ
れ
て
居
り
、
且
つ
そ
の
生
か
さ
れ
方
が
、
集
中
類

を
絶
し
て
ゐ
る
所
以
を
明
か
に
し
得
た
と
思
ふ
。
黒
人
の
心
情
、
黒
人
の
個
性

は
作
品
構
成
の
こ
の
構
造
の
在
り
方
に
看
販
り
得
る
。
筒
、
実
地
の
風
土
と
の

関
聯
に
於
い
て
は
煩
雑
を
避
け
て
考
察
に
加
へ
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に

追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（了
）
　
　
　
―
大
阪
大
学
助
教
授
―

キ
・




